
２ 活動に適した環境

教科書 P38,39

ワークシート

ノート 2年 P4,5



①暑さ・寒さとその調節

＝暑さ・寒さの感じかたのもと

＊（気温）・（湿度）・（気流）

○（至適温度）

＝暑くも寒くもなく、活動するのに適した温度

超えると･･･

能率や記録の低下、体調不良など



◎普段の生活を思い出してみよう。



※学校環境衛生の規準

○望ましい気温など



○現代生活と適応能力

至適温度が変化（夏は低く、冬は高い）

冷房病などの問題も発生

暑さや寒さの刺激の変化

外気温の変化に対する適応能力の低下



②明るさとその調節

○不適切な明るさでの学習や作業

目のつかれ

能率の低下

視力の低下



◎考えてみよう！



○カーテンやブラインドを使って

明るさの調節を！！

例

教室：３００ルクス

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室：５００ルクス





保健は（ ）の学問！

知識として頭に入れてるだけで
は全く意味がない！

今回の内容は、自分の生活の
中でどんなところに関わりま
すか？また、生かせますか？

実践


